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１ ２ ． 注 入 方 法

1 ) 注 入 方 法 の 検 討

裏 込 注 入 工 の 効 果 は 、 適 切 な 裏 込 注 入 配 合 の 選 択 と 共 に 、 適 切 な 注 入 方 法

の 選 択 に よ る 確 実 な 施 工 に よ っ て 生 ま れ る 。

裏 込 注 入 方 法 と は 、

① 注 入 時 期

② 注 入 位 置

③ 制 御 方 法

の 複 合 的 な 選 択 で あ り 、 適 切 な 材 料 を 選 択 し て い て も 注 入 方 法 の 選 択 を 誤 る

と 裏 込 注 入 効 果 は 半 減 す る 場 合 も あ る た め 、 充 分 な 検 討 を 要 す る 。

注 入 方 法 は 大 き く 分 け て

① 即 時 注 入 方 式 （ 掘 削 完 了 後 に 注 入 す る 方 法 ）

② 同 時 注 入 方 式 （ 掘 削 と 同 時 に 注 入 す る 方 法 ）

が あ り 、 当 然 同 時 注 入 方 式 の 方 が 裏 込 注 入 効 果 は 高 い と い わ れ て い る 。

同 時 注 入 の 方 式 の 中 で も 、 セ グ メ ン ト 注 入 口 を 利 用 し た 同 時 注 入 方 式 と シ

ー ル ド 機 外 周 に 同 時 注 入 管 を 設 け て 注 入 す る 同 時 注 入 方 式 が あ る が 、 本 工 区

で は シ ー ル ド 機 外 に 設 置 し た 同 時 注 入 管 を 用 い て 、 注 入 を 行 う こ と に す る 。

2 ) 注 入 要 領

① モ ル タ ル プ ラ ン ト に て ク レ ー サ ン ド エ ア ー モ ル タ ル を 混 練 し 、 モ ル タ ル ポ

ン プ に て 切 羽 近 く の ミ キ シ ン グ （ 操 作 ラ イ ナ ー ） ま で モ ル タ ル を 圧 送 し て

お く 。

凝 結 調 整 ユ ニ ッ ト を 運 転 し て 、 塑 強 調 整 剤 も ラ イ ナ ー ま で 送 り 、 所 定 圧 ま

で 加 圧 し て お く 。

② 同 時 注 入 管 に ミ キ シ ン グ ノ ズ ル を 接 続 し て 、 注 入 準 備 を 完 了 し て か ら 、 掘

進 を 開 始 す る 。

③ 掘 削 が 開 始 さ れ 、 約 ２ ～ ３ ０ 前 進 し た ら 注 入 管 を 開 け て 裏 込 注 入 を 開 始

す る 。

④ 掘 進 完 了 時 点 で 、 裏 込 注 入 の 注 入 圧 が 予 定 注 入 圧 に 達 し て い る こ と を 確 認

し 、 注 入 を 終 了 す る 。


